
一般社団法人 一般社団法人日本高度実践看護学会 倫理規程 
 

一般社団法人日本高度実践看護学会（以下、本会）は、高度実践看護の探究及び学術的

発展を図り、国民の健康維持及び増進に寄与することを目的とする。 

本会および会員は、日本看護協会が公表している「看護職の倫理綱領」の遵守を前提と

することはもとより、以下に定める倫理規程を遵守することを誓う。保健師助産師看護師

職能集団の中でも特に高度実践看護師として、また国民の健康の維持・増進に携わる者と

してこころがける点を明記し、遵守されるよう求めていく。 

本規程の策定においては、本会会員が高度実践看護師としてのプロフェッショナルリズ

ムを自らの行動で示すことができるよう、「新ミレニアムにおける医のプロフェッショナ

リズム：医師憲章」の枠組みを参考にした。高度実践看護師は倫理規程を遵守し、その活

動においてアンプロフェッショナルな行動をとることがないよう、常に自らを律すること

が求められる。以下では 3つの基本原則と 10のプロフェッショナルとしての責務について

述べる。 

 

【基本原則】 

患者の福利優先の原則 

この原則は、ケアの対象となる人々（以下、ケア対象者）の利益に奉仕するという献身

的な姿勢に基づいている。利他主義は、高度実践看護師とケア対象者の関係の中心軸にな

る信念であり、市場の力、社会的圧力、行政上の緊急事態によって、この原則が損なわれ

てはならない。 

患者の自律性に関する原則 

 高度実践看護師はケア対象者の自主性を尊重しなければならない。高度実践看護師はケ

ア対象者に対して正直かつ誠実であり、ケア対象者が自身の健康生活について情報に基づ

いた決定を下せるように支援する必要がある。 ケア対象者の決定は、その決定が倫理的実

践に沿ったものであり、不適切なケアの要求につながらない限り、最優先されなければな

らない。 

社会正義の原則 

保健医療福祉の専門家は、その資源の公平な配分を含め、関連制度における正義を推進

しなければならない。高度実践看護師は、人種、性別、社会経済的地位、民族、宗教、そ

の他の社会的カテゴリーに基づくかどうかにかかわらず、保健医療福祉における差別を撤

廃するために積極的に取り組むべきである。 

 

 

【プロフェッショナルとしての 10の責務】 

１．高度実践看護師としての能力に関する責務 

高度実践看護師の実践は、複雑で解決困難な看護問題を持つ個人、家族及び集団に対す

る卓越した看護の実践であり、根拠に基づく実践（EBP）であることを強調する。看護学

および関連する学問領域の、今日まで積み重ねられてきた知識を広く習得し、新しい知見、

ケア技術を取り入れ、これからの看護学に貢献できるよう生涯研鑽し続ける。専門領域の

みならず保健医療福祉全般の発展と進歩のために、看護学の研究と新しいケア技術の開発

普及に努める。 

 

２．患者に対して正直かつ誠実である責務 

 高度実践看護師は、対象となる人々が受ける医療について、同意する前、医療を受けた

後にも、完全かつ正直に十分な説明が行われたことを確かめなくてはならない。また、対

象となる人々が、自身の今後の医療の方向性について、自分の意思で決定することができ

るように努める。対象となる人々が自由な意思によって、意思決定し、行動することがで

きるように可能な限り努める。医療現場におけるインフォームド・コンセントにおいては、

患者に情報を開示し患者がその内容を十分に理解し、納得した上で自律的な決定ができる

よう支援するように努める。言葉や文化の違いによって情報を正しく得ることができない

外国人患者の診療についても、医療通訳を導入するなど、正確な情報の提供、患者の自律

的決定を支援する。 



３．ケア対象者の秘密を守る責務（守秘義務） 

 対象となる人々の信用と信頼を得るためには、個人情報を明らかにする際は適切に秘密

を保護せねばならない。この責務は、当事者自身からの同意を得ることができない場合も、

本人に代わって活動する人々にも当てはまる。さまざまなデータが電子情報システムで広

く活用される現代において、個人情報を守秘するよう一層努めなくてはならない。 

また高度実践看護師の活動上、多職種と対象者の個人情報を取得・共有する場合は、対

象となる人々から同意を得るように努める。ICT（Information and Communication 

Technology：情報通信技術）を活用する場合もリスクも認識し、情報の正確性の確認や対

象となる人々と自身のプライバシー権の保護など、細心の注意を払ったうえで情報を発

信・共有する。 

 

４．ケア対象者との適切な関係を維持する責務 

高度実践看護師は、対象となる人々との適切な関係を維持すること、また関わるすべて

の職種と、互いを尊重しあい、協力して最善の医療を提供するよう努める。ケア対象者の

傷つきやすさや依存性を考慮し、個人と特定の関係は避けなければならない。また、私的

な目的のためにケア対象者を利用してはならない。 

 

５．保健医療の質を向上させる責務 

卓越した看護実践の提供に際し、ケア対象者の健康の回復、維持を目標とし、身体的、

精神的、経済的な不利益を生じさせないよう努める。ケア対象者の利益よりも自らの利益

を優先させる実践を行なってはならない。また、高度実践看護師の重要性を認識し、求め

られる責任を自覚するとともに、これに応えるよう努力をする。 

 

６．保健医療福祉へのアクセスを向上させる責務 

高度実践看護師は、公平な保健医療福祉に対する責務として、経済力、居住地、障害、

性別、性的指向・性自認、年齢、国籍などによって、保健医療福祉サービスへのアクセス

が阻害されないように、いつでも、どこでも、誰でも、安全で質の高いサービスにアクセ

スする権利が基本的人権として平等に保障されるよう努力する。また、公衆衛生、予防の

促進など社会全体への働きかけにより、保健医療福祉へのアクセスを対象者側からも高ま

るよう努力する。 

 

７．有限の医療資源の適正配置に関する責務 

 高度実践看護師は、対象となる人々のニーズに応えながらも、限られた資源を用いて、

賢明かつ効率の良い医療を供給することが求められる。高度実践看護師は、費用対効果の

高い医療をめざすガイドラインを医師と共に策定するよう努力する。 

 

８．科学的な知識に関する責務（医学・臨床研究） 

高度実践看護師には、科学的根拠に基づいた患者のケアに最新の知識を統合し、積極的

に研究に参加し新しい知見を見つける責任がある。また、高度実践看護師として、科学的

な根拠だけでなく臨床経験にも基づく知識を発展させ、患者の治療やケアの質を向上させ

る役割がある。看護学研究や学会・論文発表に際しては、倫理的な基準を守り、ヘルシン

キ宣言の原則に従うことが必要である。これらの責任を果たすことで、高度実践看護師は

専門的なスキルと知識を維持し、最良のケアを提供できるよう努力する。 

 

９．利害の衝突の管理により信頼を維持する責務 

高度実践看護師は、特に医療機器メーカー、製薬会社を含む営利企業との私的または組

織的関係において私利私欲に走ると危機に瀕する場合がある。高度実践看護師としての業

務や活動中に生じる利害を認識し、利益相反に関する事項を適切に開示し、公明性、透明

性、独立性を担保することに努める。 

 

10．プロフェッショナルの責任を果たす責務 

高度実践看護師は専門職の一員として患者中心で効率の良いケアを最善とするために協

力し、互いに敬意を払い、専門職としての基準に合致するよう自己規制の過程に参加する



ことが期待される。また、現在および将来の高度実践看護師のための教育や規範を組織的

に定めなければならない。 

 

 

この倫理規程は 2025年 4 月 1日から施行する。 


